
日本実業史博物館準備室旧蔵資料のうち

「広告の部」資料について

原島陽一

【要旨】

「日本実業史博物館準備室旧蔵資料」の10部門の資料のうち、「広告の部」はこれまで整理が不

充分であったが、最近作成された仮目録をもとに、改めて全資料を点検した結果をまとめたもので

ある。

「広告の部」の分類項目の設定に、若干の問題があったために、広告以外の資料が混在している

こともあって、純粋に広告資料と呼べるものは494点と確認した。それらの時代的範囲は、幕末期

から昭和初期までの約70～80年間に及んでいる。次に、広告の種類で分類すると、引札．ちらし．

商標・略暦引札をはじめ、栞・包紙・袋・広告団扇・価格表．絵ビラ．初荷札などがあって、広告

資料のコレクションとしては必ずしも多い数字ではないにも拘わらず、種類は多岐にわたっている。

さらに、引札にも、錦絵仕立てのものから、粗末な活字版の小紙片まであるように、内容は多彩で

ある。

このような広告の様式や形態から社会的な関心や成熟度を推測し得るとともに、それらの広告を

利用した広告主の業種からはその時代の流行や盛衰をよみとることもできる。広告は、それぞれの

時代と社会を確実に反映しているのである。ただ、広告から時代を知るためには、発行年代を明記

したものが少ない広告資料について、年代推定への努力も欠くことはできない。

一方で、この旧蔵資料全体を、広告資料の観点から見なおしてみると、既に目録化された分を含

めて、他の分類項目中にも多数の広告資料が混在していることを改めて確認できた。今回は「広告

の部」を主対象としたことと、時間的労力的な制約のために、他部門中の分については悉皆調査で

きなかったのだが、それでも「広告の部」と内容が重複したり、欠落分を補完する資料を発見でき

た。「広告の部」資料を活用するためにも、旧蔵資料の全貌を解明できるような方策が求められる。
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I.「広告の部」の成立

現在、国文学研究資料館アーカイプズ研究系（以下、史料館と略記'))に収蔵されている日本実業史

博物館準備室旧蔵資料2）（以下、実業博資料と略記）のなかで、「広告の部」に分類されている資料は、

これまで未整理の状態におかれ、目録も不完全なものであったが、最近になって仮目録が作成されたの

にともない、「広告の部」の全体を通覧する機会を与えられたので、その概要を紹介することにした。

-123-



国文学研究資料館紀要アーカイプズ研究編第1号（通巻第36号）

合せて、広告資料としての意義と、実業博資料における広告資料の位置づけについて考えてみたい。

はじめに、「広告の部」が実業博資料のなかで、どのように成立したものかを確認しておく。そのた

めに、実業博資料全体の構成からみておくことにする。実業博資料は、資料の形態などに基いて、全体

を10部門にわけて保管されている。即ち、①絵画の部、②地図の部、③番付の部、④竹森文庫、⑤古紙

幣、⑥商業器具、⑦文書の部、⑧書籍の部、⑨広告の部、⑩写真の部の10部門である3)。だが、この区

分は史料館へ移管された後に編成されたものであって、博物館準備室時代の分類はこれとは異なってい

る。準備室時代には、全体を③書籍、⑥図葉、＠道具に三大別していた。その上で、それぞれを細区分

していた。即ち、③書籍は(1)風俗、(2)経済、(3)産業、(4)雑、⑥図葉は(1)絵画、(2)地図、

(3)統計、（4）雑、＠道具は(1)農業、(2)工業、(3)商業、(4)交通、(5)金融、(6)度量衡、(7)

家具、（8）服飾、（9）雑というものである。実業史博物館については、最近になってようやく設立当初

の全体構想が明らかにされてきたが4)、資料収集の方針などは、まだ不明な部分が多く残されている。

上記の区分や細項目名の基準についても、それを明記した記録はいまのところ見つかっていない。ただ

し、各区分に「雑」項目を設定して各区分内の他項目に収容しきれないものをまとめており、細分とは

いっても極めて大まかな印象が強い。それ故、ほぼ同種と考えられる資料が、別々の項目に分離してい

る例もある。また、、道具の分類には、澁沢敬三氏を軸として実業博との所縁が深いはずのアチック・

ミューゼアム編『民具蒐集調査要目｣5)で試みられた分類項目との相似が予想されるところであるが、

その形跡は認められない。こうしてみると、準備室時代の分類は、資料収集過程における暫定的なもの

であったといえるだろう。

準備室時代の分類が暫定的なものであったとして、それならば史料館へ移管後の分類が大きく改善さ

れたかというと、必ずしもそうではない。ここで改めて、準備室時代と史料館移管後の分類を比較して

みると表1のようになる。

表1をみると、一見してわかるように、旧分類の表現を変更したり、一部の細項目を独立させたりし

たものに過ぎず、全体を見直して再編成した結果でないことは明白である。表1をもう少し詳しく比較

してみると、最も大きく変更されたのは⑥図葉である。ただし、（2）地図はそのまま②地図となり、（3）

統計は③番付と名称を変えて、それぞれ細項目を独立させたに過ぎない。（4）雑だけが、③書籍の（4）

雑と一体化させることによって、⑦文書と⑧書籍を構成するという、旧分類の大区分を超えた移動とな

っている。残る(1)絵画は、①絵画、⑨広告、⑩写真へと三項日に分割されており、本稿の対象と直

接関係するものである。このうち、写真については、確かに素材や表現形式が絵画とは別の様式である

から、これを分離独立させたことは、理論的にも技術的にも妥当である。しかし、広告については疑問

があるが、この件は後に改めてとりあげる。

1）この資料が財団法人龍門社から寄託され、さらに後年それが寄贈された時の対象が文部省史料館であり、整

理や一部の目録化が同館において実施された経緯を考慮して、一般にわかり易いように史料館の呼称を用い

ることにした。

2）本来ならばII本実業史博物館について説明すべきであるが本稿のII的からは冗長になるので省略する。同

館の概略は「史料館収蔵史料総覧』（史料館編、1996年刊)269頁～271頁を参照されたい。また、筆者も

「明治開化期の錦絵」（史料館編、1989年刊）の解題で、その沿革を説明している。

3）このうち①から④までは「史料館所蔵史料目録」第十一集（1965年刊）に、⑤は同目録第五十七集(1992年

刊）に、それぞれ目録化されている。

4）例えば五十嵐卓「澁沢敬三が描いたH本実業史博物館」（史料館報七八号、2003年刊)、青木睦「日本実業史

博物館構想のもとに収集された産業経済資料の基礎的研究について」（同前八十号、2m4年刊）

5）「民具蒐集調査要目」（アチック・ミューゼアム編、1936年刊）
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表1．実業博資料の分類項目の変化

表1の、図葉以外の項目について簡単にふれておこう。③書籍は、細区分を撤廃して⑧書籍と⑦文書

とに二分している。両者の区分は印刷物であるか、手書きの記録であるかが原則的な基準であったと考

えられる。もともと、③書籍の細分項目は決して妥当な選定ではなかったから、撤回した後に再構成を

計る方針は適切な処理といえる。それよりも、書籍から文書を分離したことに注目したい。表1では、

図式を簡明にするため、⑦文書へは（4）雑の一部が抽出されたように示したが、実際には（2）経済と

(3)産業から⑦文書へ移し替えられたものがある。ただし、その量は（4）雑から移されたものが圧倒

的に多い。なお、前述した⑥図葉の（4）雑からも一部が⑦文書へ編入されている。では、何故に書籍

から文書を分離させたのであろうか。現時点では極めて妥当と見られる分離であるが、準備室時代にこ

うした発想はなかったと思われる。それは、⑦文書が旧分類の複数の項目から集められていることから

も窺うことができる。他の新旧項目が、単純な名称変更や、分離独立であることと比較したとき、準備

室時代の分類概念に“文書”が存在していなかったことは明らかである。それが、．‘文書”を独立させ

ることになったのは、実業博資料が史料館に寄託され、さらに後年に寄贈されるに至った経過と深く拘

っていたように思う。近世～近代のいわゆる“文書”資料を収集し、日常的にそれを取扱う現場に居合

せたことが、⑦文書を成立させたと考えるのは、あながち筆者の偏見ではないと確信している。

次に、＠道具から⑥商業器具への変更については、名称に疑問が残る。この項目内の資料は、冒頭に

記した準備室時代の細区分項目から推測できるように、農業や工業など商業以外の分野に及んでいる。

それらを包含した実体のままで、名称だけを商業に特化したことは、たとえ商業関連の器具が多いから

といって、納得の得られる措置ではなかろう。

竹森文庫と古紙幣とは、当然ながら準備室時代から所蔵されていたが、前記の目録とは別個に取扱わ

れていたと推測される。このうち、竹森文庫は、竹森一則氏が「索引政治経済大年表」を著述する資料

として収集したコレクションを、澁沢敬三氏が購入して実業博へ寄贈したものといわれる6)o購入の時

期が昭和19年(1944)と、他の収集資料より遅くれていること、また約1500点とまとまっていたことに

6）前出（3）の「史料館所蔵史料目録」第十一集の解題による。
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よって、前記の③書籍へ編入せずに独立の取扱いにしたものと考えられる。一方の古紙幣の取扱いには

謎が多い。現状から推測すると、二種類のコレクションを収集したようであるが、入手経過などは明確

でない。ただ、竹森文庫と同様に、他人のコレクションを一括して入手したために、別個の取扱いにし

たとも考えられる。しかし、他の資料については在庫点検を繰返しながら、古紙幣だけは放置されてい

た7)。それだけでなく、史料館へ移管後もほとんど表面化されることはなかった。2600点余のコレクシ

ョンを入手しながら、これを核として古紙幣を体系的に収集する意図は見出せない。少数の古紙幣を断

片的に収集したものが、⑥図葉の（4）雑などに混入しているが、古紙幣コレクションとの接点はない。

いずれにしても、古紙幣の収集には、その後の取扱いを含めて、何か他の要因がかくされていたとの憶

測さえ生じさせるものがある。

実業博資料の全体像を把握するために、資料の分類項目を紹介し、準備室時代と史料館移管後の項目

名の変更をみてきた。たしかに、移管後の方が、所蔵資料の全体を包含できているし、名称を変更した

ことで解りやすくなった点があることは認められる。だが、移管後の変更が根本的な解決になっていな

いのも残念ながら認めざるを得ない。そのなかで、本稿が対象とする「広告の部」の設定には、大きな

疑問がある。表1で示したように、実業博資料の分類項目名は、すべて資料の素材や表現様式を基準と

している。ただし、竹森文庫は、素材や様式でなく別個の基準で分けられているが、これはそれなりの

正当性をもつとみてよかろう。これに対し、広告というのは資料の内容による区分で、明らかに分類基

準が異る。その上、この異った分類基準を全資料に対して適用せず、一部分だけに適用したことで、不

都合が拡大してしまった。表1で示したように「広告の部」は、⑤－(1)絵画のなかの広告資料を抽

出して独立させたものである。このため、他の項目中の広告資料は、そのままとり残されて、分離した

状態となってしまった。こうした結果になることは容易に予測できたはずなのに、何故「広告の部」を

設定したか、真意は不明である。（1）絵画の内容が、錦絵を中心とした絵画以外に、引札や写真などで

構成されていたから、それらを区分して絵画を独立させようとした意図は理解できる。だが、絵画から

除外したものを、引札＝広告と安易に決定したところに問題があったようにもみえる。次節で詳述する

ように、「広告の部」には広告以外の資料が一割以上も混入している。さらに、引札には錦絵の形式を

用いたものがあって、両者の区分は容易ではない。実際、①絵画のなかに引札風の錦絵があるし、逆に

本来なら①絵画に残すべき作品が「広告の部」にあったりして、分類を再編した時点で個々の資料の選

別に厳密な検討が加えられたかにも疑問が残る。

実業博資料のなかで「広告の部」が成立した経緯は、概ね以上のようである。不可解な点も多いが、

いまとなっては解明する手がかりもないので、現状の「広告の部」をそのまま肯定した上で、その内容

を以下に紹介していく。同時に、実業博資料全体のなかの広告資料についてもふれることにしよう。

Ⅱ．「広告の部」の概要

「広告の部」の成立事情は、前節に記したようなものであった。内容の詳細は後掲の「広告の部目録」

を参照していただくとして、内容の概要を紹介しよう。始めに「広告の部」の数量を確認すると、これ

が意外に複雑である。最近になって史料館が作成した仮目録の番号は291となっている。ただ、この中

には同一番号に複数の資料を含むものがあるので、それらを加算すると総点数は566となって、仮目録

番号の約2倍に達する。しかし、これには、本来なら他の項目に分類されるべき広告以外の資料72点が

7）前出（3）の「史料館所蔵史料目録」第五十七集の解題による。
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混入しているので、純粋な広告資料は、総点数からこの分を差引いた494点ということになる。

この494点を、目録の表題によって広告の種類別に分類して数量の多いものを挙げると、引札類165、

ちらし17、広告17、略暦引札27、商標・ラベル201である。この合計は427点となり、広告資料の86%を

占める。この数字は、「広告の部」が旧分類の⑥(1)絵画から分離独立した経緯から考えると、当然の

結果といえるだろう。

ここで、上に使用した名称について説明しておく必要があろう。それは、引札とちらしと広告は、時

に同義語として扱われることがあり、その区分は明確とはいえないからである。近世以降の広告史の沿

革については次節で述べるので、ここでは簡単に要点を記すと、近世には、紙に文字を記した形態の広

告は、報条・引札などと呼ばれ、なかでは引札が代表的名称として用いられた。もっとも、江戸の引札

に対し、京坂ではそれをちらしと呼んだという説があり8)、これだと両者は地域差による表現というこ

とになる。ところが現在になると、新聞の折込広告や街頭で配布する広告紙をちらしと呼ぶことが一般

的となった。一方で、広告は明治以後に登場した用語であるが、それまでの引札に代る個々の広告をさ

す用語としてだけでなく、広義の広告全般をさす用語として使われ、しかも明治中期には両者ともほぼ

定着したようである。このような状況を前提として、「広告の部」に収容されている資料の年代にも考

慮して、表題には引札を基本的名称に採用したただし、大正～昭和期に発行された小形の広告紙に限

って．,ちらし”の名称を付与し､広告の本文中に‐広告”の文字を使用しているものは、時代的用例を

示す意味で、そのまま“広告，．を採用したのである。これ以外はすべて引札と称することにしたが、本

文に報条・口条・広条などとあるものは、右の“広告'，の場合と同様に、そのまま表題に採用した。前

記の種類別点数の表示に、引札類としたのは、“ちらし”と“広告”以外の、報条などを含む残りの引

札という意味である。

次に、略暦引札というのは、引札に略暦の機能を収載したもので、今日、企業が発行する広告カレン

ダーの前身のようなものである。略暦の隅に店名などを挿入しただけの簡単なものは、すでに幕末に出

現していたようである。これと類縁のものに、火の用心と大小月を組合せたものがあって、配り物とし

て使われていた。ところで、略暦引札を、従来は広告暦9)または引札暦'0)などと称しているが、いずれ

も定着してはいない。ただ、岡田芳朗氏が指摘したように、紙面の比率からみて引札付略暦と略暦付引

札の二種類が存在するのに、従来の名称は暦の方に重点をおいている感が強い。しかし、実用面は別と

して、発行者の意向はあくまでも引札にあったはずだと考えられるので、引札を主名称とし、使用され

る暦は多くが略暦であるから“略暦引札”という名称をあえて造語したのである。個々の資料表題に

｢○○年略暦引札」とすれば、表題が内容を的確に表現できる付随的効果もある。後節でも述べるが、

実は引札やちらしで発行年を確定できるものは少ない。稀に年代が判明する場合も、発行年が明記され

ていたからではなくて、有名店の開業や博覧会への出店、あるいは本文中の関連記事を検証することに

よって推定した結果が多いのである。そうした中で、略暦引札は略暦がついているお蔭で年代を確定で

きる極めて特異な存在なのである。

商標とラベルは、商I淵の容器あるいは箱などに貼付するものであるが、数量では輸出用日本茶のもの

が152と圧倒的に多い。ほかには、烏龍茶15、菓子15、酒l3、その他6となっているが、この数値は資

料収集時の偶然的な要因によるものであって、実際の発行量の比率を反映したものではない。ただ、開

港後の幕末から明治期前半において、製茶が輸出品目の重要な物産であったことは事実である!')。

｢類聚近世風俗志（守貞漫稿)」（更生閣書店、1934年十版）十六、581頁

増田太次郎「引札絵びら錦絵広告」（誠文堂新光社、1976年刊)40頁

岡田芳朗『明治改暦」（大修館書店、l"4年刊)222頁

ｊ
ｊ
ｊ

８
９
皿
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右の五種の資料は、広告資料として誰もが想定できるような種類であって、いわば主流の広告である

から、量的に全体の86％を占めるのは当然といえる。残りの14%は、同種のものがまとまった形で収集

されてはいないが、広告資料の形態として欠かせないものや、一般には広告資料とみなされずに見逃さ

れているものがあるので、以下にそれらを紹介しておこう。

栞・包紙・袋は、形態は|司じでないが、いずれも引札の延長線上にあるものといってよいだろう。そ

れぞれの仕様は多彩であって、外見的に共通性は見えにくいが、案外に性格は近い。それは、包紙を折

りたたんで一部を糊づけすれば袋になるし、逆に袋を切り開けば一枚の包紙に変身する。実際に、袋の

内側に文字を印刷して、後で開封して利用できるようにしたものがある。包紙や袋の一部分を切り取れ

ば栞になる。引札との関連では、例えば市販薬の袋に、薬品名や用法のほかに、由来や効能を細ごまと

記したものに代表されるように、その部分をみれば引札と同じである。商品を収納する本来の機能に、

広告要素を付加したものといえるだろう。ただし、多くの引札が不特定多数の人々を対象とするのに対

し、栞などは商品の購入者あるいは利用者に直接渡るところに特色がある。もっとも、この特色が広告

の対象者を特定できる反面、宣伝の波及効果が限定される弱点ともなる。

価格表は広告資料と見なされ難いが、安売りの引札が引札の根元といわれるように、顧客に一定の価

格を提示して購入利用を促す意味では、広告資料と認めてよいであろう。

広告団扇は、1960年代ころまでは残っていたと思われるが、団扇そのものが激減した現在では殆ど姿

を消してしまった。ここに残っているのは、団扇に成形したものではなく、地紙の状態のものである。

当然ながら表と裏の二枚一組となるが、地紙は団扇の形になっておらず、四角の紙であるから、将来は

使途不明になることも予想される。

絵びらは、明治期にポスターヘ発展するが、発生的には引札と看板を合成させたような性格といえる

だろう。主に屋外への掲示用として使われたのも看板と共通するところがある。

初荷札は、ll枚中の10枚が見本であるが、元来が消耗品のため残存例は多くない。印刷所が用意した

見本型に店名などを注文して完成する形式は、正月用引札などと同じ手法であるが、正月用引札はある

程度残っているのに比べて、初荷札は実用性が高いこともあって完成品としては残りにくかったといえ

よう。

ここで、以上の「広告の部」資料全般の広告主の業種分布についてみておこう。数字の上で最も多い

のは茶業の174であるが、このうち170は輸出茶のラベルなので、これを別格として除外すれば、食品関

係48、菓子40,陸海運輸37、薬種25、化粧品・小間物16、旅宿13、衣料品llなどが、業種として多いも

のである。このうち食品関係は、食料品全般を扱う店から、乾物・海産物・佃煮などの個別の商品を扱

う店までを合計したので、個々の業態に分割すると、料理屋の10店が最大で、その他は一桁の数字にな

る。陸海運輸も同様に、船宿・廻船・川船などに分かれている。その点、菓子と薬種は単独の業態とし

てまとまったものである。広告利用の業種は、年代によって変化しており、総数500点弱の本資料から

安易に結論は出せないが、明治前～中期の広告界で上位にあった売薬・食品・化粧品'2)が、前記の業

種と重複するのは、流通量に比例した結果であろうか。右に挙げたもの以外にも、柳こうりやかもじな

ど今では珍しい業種や、勧工場・遊園地・銀行など新時代を反映したものもある。詳細は目録を参照し

てほしい。

11)松本剛「広告風俗帳」（書苑、l970年刊）に開港後の輸出茶をポスターの挿画入りで紹介(10頁）している。

なお、明治期における輪IH品の第一位は生糸であったが、明治7年の輸出金額では、生糸の530万円を抑え

て、製茶は725万円であった（朝日新聞社編「日本経済統計総覧」1930年刊、242頁、247頁)。

12）内川芳美編「日本広告発達史」（電通、1976年刊）上、91頁
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最後に、「広告の部」に混入している広告以外の資料について簡単にふれておきたい。本節の冒頭に

記したように、「広告の部」の総数566点には広告以外の資料が72点含まれている。それらを種類別にし

て挙げると、絵画系33、写真18、瓦版5，文書5，図書雑誌4，戯文2，以下地図・番付・双六・由緒

書・時刻表各1となる。このうち、例えば錦絵の「諸国名所百景」（目録NO109)は①絵画の部にあって

少しもおかしくないように、それぞれの性格に従って、①絵画、②地図、③番付、⑦文書、⑧書籍、⑨

写真へ編入しても、全く支障のないものである。むしろ、本来ならば、その方が自然の姿だったはずで

ある。従って、実業博資料を利用する際には、前記72点に注意して併覧する必要がある。これは利用者

にとって不便であるが、今更別項目へ分割することも困難な事情があると推定できるので、せめて関連

する項目内に参考資料として併載するなどして、検索の便宜を考えてほしいと思う。

Ⅲ、広告史における媒体の種類

実業博資料の「広告の部」が、日本広告史研究にどの程度寄与できるかを考えるために、日本広告史

を簡単にふり返っておこう。広告媒体が時代とともに発展し多様化をつづけて今日に至り、将来はどの

ような媒体が出現するか予測もつかない。ここでは、「広告の部」資料の収録年代に合せて、近世末か

ら昭和初期までの約70～80年間に限定して、広告界の動向を確認することとする。

日本における近世の広告媒体が、看板および暖簾と引札を主流としていたことは、ほぼ定説となって

いる13)。ただし、この3種が固定的な一形式で続いていたわけではない。例えば看板は、素材・様式・

掲示場所．掲示方法などによって多様な形態が工風されていたし、引札も手書きのものから単色印刷へ、

さらに多色刷となって絵画的要素を加えるなどこれまた多くの形態を生み出した。普及度としては前記

の3種と比較にならないが、近世には意外なほど多様な広告が知られている。書店の在庫目録である書

籍目録は1670年に刊行が始まっているし'4)、図書の奥付に同じ書店が出版している本の広告を載せたの

も早かった。文学や芝居の中に広告を挿入する手法もあった。俄か雨に越後屋が貸し出した店名入りの

貸し傘は、開始年代は不明ながら、18世紀中期にはこれが話題となっているから、当時としては斬新な

広告であり、効果も抜群であったといえよう15)。一般の広告史では扱われることが少ないが、売り声な

どの音声広告も多彩であった16)o街路を歩きながら商売する振売商人は、取扱商品や地域ごとに特定の

売り声をもっていた。なかには声でなく、太鼓や鉦の鳴物を使ったり、風鈴売りにように商品が発する

音を利用するものもあった。

近世の広告が、右のように盛んであったのは商業の発展が背景になっていたわけであるが、近代にな

ると商業活動の飛躍的な進展に対応して、広告媒体も急速に増大し、新しい媒体が次つぎに登場した。

主要なものだけでも、新聞広告、屋外広告（交通広告、電柱広告、野立広告)、楽隊広告、折込広告、

宛名広告などがある17)o楽隊広告は、幕末に始まったとういう東西屋があるので'8)、純粋に新登場とは

いえないが、新聞や鉄道や電柱などはその存在自体が新しく出現した媒体だったのである。さらに、こ

同前7頁～12頁

斯道文庫編「江戸時代書林出版書籍目録集成」（井上書房、1962年刊）に復刻されている。

豊泉益三「近代世態風俗誌」（三越宣伝部内、同刊行会、1951年刊)179頁

遠藤武『図説広告変遷史」（中部日本新聞社、1961年刊)57頁～68頁

前出(12)「日本広告発達史」

｢風俗書報」二二九号（東陽堂、1901年刊)6頁。なお、『広告大福帳」(1905年刊）によれば東西屋は1845

年に出現したという（前出（12）「日本広告発達史」l6頁)。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１

-129-



国文学研究資料館紀要アーカイブズ研究編第1号（通巻第36号）

れらはそれぞれに細分化して、例えば交通広告では、車内・つり革・切符・駅構内などと拡大していく

が、「広告の部」資料には含まれていないので、詳細は省略する。

新しい広告媒体が登場しても、前代からの引札や看板は引きつづき利用された。そのなかで、引札に

銅版画や石版画を導入したり、鼓邸製の看板を造るなど、新しい技術や手法を積極的にとり入れている。

｢広告の部」で引札が主力となっているのも、近代以降も引札が広く活用されていたからにほかならな

い。ここで、引札について独自の分類法を案出した増田太次郎氏の説を紹介しておこう。自らも多数の

引札類を収集していた同氏は、引札などの広告を“散らす広告”と定義し、引札、ビラ、摺物、暦、う

ちわ、商標に分けて、時代とともにそれらが展開して一つの系譜を形成したとみている'9)。ただし、系

譜図のなかで、引札を、A商標（ラベル)、B包紙・紙袋、C商品目録、D宛名つき引札の四種に展開し

たと図示しているが、一方で“引札の周辺にあるもの”として、配り物、見立番付、領収書、紙袋・包

紙、栞、商標・レッテルを挙げている。両者には共通のものがあって、独自に展開したものか周辺のも

のが独立したというのかが判然しない。このように若干の不透明さはあるものの、実物を通して得た結

論という安定感がある。周辺という表現には、引札を中心にした考え方と、広告としての認知度の低さ

への配慮があったとも考えられる。しかし、包紙や紙袋は、記事の部分を取り出してみれば、引札と少

しも違わない性格をもっているわけで、広告の一端を荷負っていることは前節で述べたとうりである。

周辺の一つに挙げている領収書については、すでに水田健之輔氏が‘‘宿かり広告”として提案している20)。

水田氏が“宿かり広告”に挙げているのは、封筒、便菱、請求書、仕切書、見積書等で、領収書の名称

はないが、同列のものとして「等」のなかに含まれているとみて差支えないであろう。水田氏が“宿か

り”と称したのは、第一義的な使用目的とは別に、副次的な効果を広告に利用している点に注目したも

のである。この意味では、包紙や紙袋もまた“宿かり”の一種ということもできる。しかし、水田氏は、

包装紙広告を“宿かり”に含めず、マッチ広告などと並べて独立の媒体として認めている。これは、す

でに明治中期に包装紙を広告媒体と捉えようとする機運を受けて21)、包装紙が独立した媒体に昇格して

いた実体に接していたからであろう。因に、それから約30年後の1955年には、包装紙を“歩く広告”と

認識するようになった型)◎

増田氏は“系譜”にも“周辺，にも加えていないが、本文の記事中で、千社札と納手拭について“広

告媒体といえないことはない"23)と指摘している。千社札を、増田氏は“半分遊び半分広告”と認めて

いるが、広告か否かの基準は広告主の性格にあると考える。商店や芸能人の千社札には広告の要素があ

るが、無名の個人の千社札は単なる趣味であって、広告とはみなせない。売名行為も広告だというのは、

広告概念の逸脱であろう24)。従って、千社札は一律に広告といえないと思う。これに対し、納手拭は同

じく社寺を対象としたものであるが、専ら商家が広告用に利用したので広告媒体に追加してよいだろう。

明治～昭和初期に登場した新媒体は多いが、「広告の部」資料と無縁のものに紙幅を割くのも如何と

思われるので、この他は省略する。ただ、省略したなかで、マッチのレッテルや手帖などは、「広告の

部」の収集対象となり得たはずなのに、欠落しているのは残念である。

19）

20)

21)

22）

23）

24）

前出（9）「引札絵びら錦絵広告」40頁

水田健之輔「本朝商業広告史」（巌松堂書店、1928年刊)212頁

前出(12)「日本広告発達史」239頁

西川友武『広告往来」（学風書院、1955年刊)131頁

前出（9）「引札絵ぴら錦絵広告」38頁

寛政ll(1799)年に幕府は千社札の流行を規制し、江戸でも町中に対し“宜からぬ事”としてこれを禁じた

(近世史料研究会編「江戸町触集成」第十巻（塙書房、1998年刊)、一○七二八番、339頁)。
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Ⅳ、実業博の広告資料

前節で概観した日本広告史の流れに照応させて、「広告の部」の内容を点検すると、500点弱というこ

の種の収集資料としては、必ずしも多いとはいえない数量のわりには、多岐にわたる種類の資料が集め

られているといえるであろうか。そこで、これらが広告史研究にどのような意義をもつかを考えてみた

いと思うが、実は、実業博資料には「広告の部」以外にも多くの広告資料が含まれているので、それら

を総合しないと正当な評価は下せないのである。第一節で指摘しておいたように、実業博資料の分類は、

資料の素材や表現様式によって区分していながら、「広告の部」だけが資料の内容による分類であって、

他の分類基準と一致しないという不合理性をもたらした。この不合理性を克伏するためには、他のすべ

ての分類項目から広告関連資料を抽出して、「広告の部」へ集中させることによってのみ解消すること

ができる。しかし、残念ながらそのような措置はとられなかった。従って、実業博資料によって広告関

連の資料を調査しようとするなら、「広告の部」以外の資料をも対象としなければならない。いま、実

業博の全資料を総点検する余裕はないので、とくに注意すべき項目を挙げるなら、①絵画、③番付、⑥

商業器具、⑧書籍の四部門である。

まず「絵画の部｣25)では、特定の商家や人物の錦絵や、双六の一部には広告の要素をもつ作品がみら

れる。「番付の部｣26)の名家自慢や資産一覧などのなかには、格付けが公正な基準で実施されているか疑

わしいものを含めて、広告として扱えるものが混入している。

次に、「商業器具」のなかにある約200点の看板は、実業博資料の広告資料として注目すべきものであ

る。日本広告史で、近世における広告媒体の主流が看板と引札であったことは前節でふれたが、実業博

資料の看板は、看板の実物コレクションとして、日本国内で最も有力なものの一つといえるだろう。一

体に、看板を資料の分野別で分けると民俗資料に分類される。ところが、日本では民俗資料への学問的

関心が遅れたために、本格的な収集活動は1950年代後半にようやく始まった情況であり、看板もその例

外ではなく、良質なコレクションは多いとはいえない27)o逆に、明治期に海外へ流出したものに注目さ

れるものがあったりする28)。このような状況下にあって、実業博資料の看板は、質量ともに一定の評価

を与えてよかろう。

「書籍の部」は、総数で6㈹0冊以上に達するので、一点ごとの精査でなく、カード目録上の書名から

推定して抽出しただけであるが、広告に関連があると認められる資料として178点を見出した。この中

には、同番号に複数の資料をまとめているものがあるので、総計では293点となる。さらに、1冊の中

に引札や商標などを貼込んだ貼込帳が28冊あって、多いものは1冊に300枚以上も貼込んである。貼込

まれた資料を個別に数えると3805点となり、これだけでも「広告の部」資料の約8倍に達する。ただし、

貼込帳には広告以外の、例えば宗旨証文、紙札、コレラ流行の注意書、競馬観覧証、筒粥神事占記など

雑多なものがあって、すべてが広告資料に追加されるわけではない。とはいえ、大半は引札や広告を中

心としたものであって、「広告の部」資料と性格的には酷似した内容である。しかも、数量は前記のよ

うに「広告の部」よりはるかに多いので、これを見落とすわけにはいかない。むしろ、同じ収集資料に

25）

26）

27）

28）

目録は前出（3）「史料館所蔵史料目録」第十一集に収録されている。

同前。

昭和前期には杉浦三郎兵衛（丘園）が収集した看板が知られ、その一部は同氏編「家蔵看板図譜」（雲泉荘

山誌巻五、1940年刊）に収録されている。しかし、後年このコレクションが転売の過程で減少したことは

林美一「江戸看板図譜」（三樹書房、1977年刊)333頁～334頁に詳しい。

例えばE･S･モースが1877～1882年に収集したものがある。「幕末・明治KANBAN展」（日本テレビ放送

網・読売新聞社、1984年刊)、「モースの見た日本」（小学館、1988年刊）参照。
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属するのだから、たまたま分類項目が違っても、両者は一体化して取扱うべきであろう。前節で試みた

広告資料としての種類別項目を比較しても、主要な引札、ちらし、広告、略暦引札、商標などはもちろ

ん、栞・包紙・袋や価格表など項目分布もほぼ一致する。

以上に述べてきたように、実業博資料の広告資料は、「広告の部」のみにとどまらず、少なくとも上

に掲げた各部に分散している関連資料を綜合的に活用することによって、全貌を把握することができる。

これらを合計すると約4000余点に達するであろうが、引札や看板という主流的広告媒体のほかにも、包

紙や袋、栞や価格表を始め、一般には保存されていない傍系資料までが幅広く集められており、幕末か

ら明治期の広告資料として、一応まとまった資料群といってよいであろう。

ただ、そこにはいくつかの問題を抱えていることも見逃せない。広告は、その時代と社会を反映する

ものであることは、改めて指摘するまでもないであろう。引札やちらしも当然その枠内にあり、ちらし

を通して経済動向を探れば、常とは違った姿も見えてくる鱒)。そのためには、資料が時代を正確に伝え

ていなければならない。だが、本資料でも中核となっている引札類は、その大半が発行年月日を記載し

ていないことは前にもふれた。売出し用のものには“来る○日より”などと日付を記したものはあるが、

そこから年代を推定できる確率は極めて低い。とはいえ年代不明のままでは資料の価値は十分に発揮で

きない。正確な年月日には至らなくても、推定年代の幅を狭めるように傍証していく努力が欠かせない

のである。

看板についても、確かに日本で有数のコレクションではあるが、難点がないわけではない。それは、

各個体に収集記録がつけられていないのである。最近になって、実業博資料の収集記録が一部分ながら

その存在が明らかになったというが、購入先の古道具店などが判明することはあっても、民俗資料に不

可欠である収集地や旧所有者名などを明示できる記録には至らないであろう。ある意味で、これは致命

傷であるが、少しでも解明されることを望みたい。

明治以後における広告を語るためには、実業博資料の広告関連資料だけでは不十分なことはいうまで

もない。特に、近代広告の中心的媒体となった新聞広告や、実物資料の残存が困難な屋外広告（野立看

板や電柱広告など）の調査は、研究を充実させるためにも欠くことはできない。だが、それらは実業博

資料と直接関係する問題ではないので、別途に解明すべきであろう。ここでは、実業博資料のうち目録

化が遅れている部分の整理作業を少しでも早く完了させることを望みたい。それによって、場合により

項目が分離している資料を相互に参看し、綜合的に利用することが可能になるはずである。それによっ

て、ここに紹介した「広告の部」の資料か、現状では陰れていた部分をあらわして、存在意義を一層高

めることにつながるのである。

29）澤田求・鈴木隆祐「チラシで読む日本経済」（光文社新書、2001年刊）
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仮番号 炎題

1 明桁十六年略勝り|札

2 浪勢汽船会社広告

3 日本郷船株式会社汽船号

4 日本郵舶株式会社汽船号

5 火災澗防器彼之栓図

6
東京横浜往返蒸気弘明船
招帖

7 泉I側1洞店引札

8 11本茶ラベル

9 切児布ラベル

10 清水多柚店ﾘ|札

11 永楽触り|札

12 金具賊慨趨店引札

13 明治廿二年略勝引札

4 引札瞳墹

5 楽讐堂広告鋪絵

6 魚がし水神祭図

7 (輸出剛日本茶ラベル）

8 間坂伊兵衛店l剣

19 貴川村連送店ポスター

釦
(閥洋木工槻械見世物引
札）

21 商船迎送引札

22 牛撤筋広告

23 東京賊浅Ⅲ店引札

24 加買尾嗣子店引札

25 布蹴引札

26 中臓六太郎店看板ビラ

27 噌井商購肴櫨ビラ

羽
獅々印金剛石盤肴板ビ
ラ

釣 文寿堂肴機ビラ

釦 安川晃栄堂肴板ビラ

31 大隈源助店引札

32 保険附汽舶号

33 情風炊ﾘ|札

34 三井呉服勝ポスター

35 船術引札

弱 蛋藁雷械飯売広告

37 摂河軽糸紡檀絃売損所

認 造舶所広告

釣 金毘鳳出船所案内図

40 禍あ組引札

41 高野商店引札

42 (現物をし）

発行年月日

明治15年11月13日
御jII1

明治15年2月

明治

明治

明治

午（明治3年）7月
11日より

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治21年11月6日
印刷同月8日出ハ
ン

明治

明治

明 台

明 台

明 台

明治

慶応2年4月

明治

明治28年1月10日
発行

明治25年

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治37

明治

明治23年6月7日

明治

明治11年

明治

明治

発行荷||発行将住所

和漢洋薬柵木舟衛三口近江服11鍵
知県名古鰔Ⅸ本町三丁I'八1.三貯脇

濃勢汽舶会社

日本郵船株式会社衝扱Wl殿口万年歴久
七万年臆支店万年臘出殻所I東京
京僑区西紺蹴町u本憐区小伝馬町三
丁目江戸僕郵舶会社構

口菅野回溜店I大阪東lX平野町壱丁凹

本家口飾吐水製造所柿沼丈吉I栃木
県安蘓郡飯1M村ri二十九番地

荷物運耐所三河階催兵衛、但馬離金
治郎、松坂蝿字右衛門I永代後下、大
川鋸町築地大波止増向南新堀一丁

目河内屋徳兵衛前置二1m

泉回漕店（商標は三ツ蛤つなぎ）I伊
豫三津栄町

□|l大阪

清水多輔M陥扱lKI塒古殿舩入町

永楽瞳中川佐助I瀦古脇本町通り十三
丁目西何

金具屋昼董1大凧東船町

萬屋平六事（□）萬峨竹治郎1名古
屋件吉町

岸田吟香I東京銀曜二丁目

間坂伊兵衛I川越喜多町

貴田村運送I》;I|大阪梅Ⅲ駅前

蒸気船乗組運送所舩井長三良||神戸
西海岸通り

日本衛生新聞社I東京市神H1区三崎町
壱丁{'六僻地

東京展浅111店N大阪心斎僑筋塩町伽

加賀屋熊崎安太郎I東京日本檎区通塩
町十三番地

布屋事和井冊薩二郎

中屋六太郎l東京日本橋区本石町I叫丁
目

増井米太郎||東京横山町三丁11

東京近文

松屋豊造I東京通塩町

安川晃榮堂I東京日本僑区上柚町

大隈源助I江戸洩草茅町弐丁11

内外国貨物I"l浦Ⅲl賊【ijIll平InI洞店|I
大阪市東Ⅸ府物町東期

三井呉服店||東京Ⅱ本橋区駿河町

吉田屋蕗兵衛lいせ山Ⅲ川さき港舩濁

蚕業方被社I東京市本郷区駒込追分町
二十番地

檎本又治郎I大阪北堀江通三丁目

川崎正蔵I東京築地1W飯田町九番地

平野屋佐吉1大阪さかい筋長堀檎IN誌

福島組I大阪南Ⅸ安堂寺僑通壱丁n百
七十二番臆敷

高野商店I東京市京憐Ⅸ南伝馬町壱丁
目
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ち広告の部目録

出版人11出版人住所

絹集簸出版人柴田竹三郎
I|堀古ヤ八百ヤ町

ヘンシフ及発行印刷者蒙

加麟新太郎Iアイチケン

墹古ヤ区ヤ八丁二切三百
七十一ハン戸

神田伊勢辰版

笑館堂||大阪南区湊町停
叶〔場舸南

越前駄畠七

中海堂I北久太良町心斎
償筋

芝hIIlﾘ1111、砦与

大阪新報社I（大阪）今
衝二丁目

印刷様式

色刷

色刷（木版）

1部色尉（四周に茶

色の銅模様、右上に
赤2線の旗、左下に
照色で碇、店名下に
朱印）

四周に赤色の2線入

り（左裏に小川の小

九朱印あり）

副劇

一郎色圃（木坂）

木版色刷

色刷

色刷

木版印刷

色刷（木版）

木版色頃

木版色劇

色嗣木版

木版色圃

木版色圃

色圃

木版色圃

一部色刷

岨刷

1部色刷

木版色刷

1部色刷

届圃

木版色頃

色嗣

色劇

藍地に白抜文字

l郎色園

1部木駁色嗣

賜刷

1部色刷

錦絵

錦絵

昌刷

石版

錦絵

活版

色刷

色嗣

錦絵

駒i家||作将

曲f1IlIIi

年41叶作近
1曲I

銅111写

鮮斎永湿
(彫眼）

年ハ両

錦江斎作艸

(彫工片
111民泊郎)

I引札文作
稀：仮潴畑
魯文

唖月||引札

文作荷：字
H1川文海述

讐栄画

広爪IdIi

芳峰

香〃箭I《峰

存盛

年方貞

数量

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

3枚

枚

枚

枚

枚

枚

1枚

1枚

2枚続き

1枚

6枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

0



仮番号

43

“

45

46

47

48

49

釦

51

52

53

別

弱

弱

57

記

59

帥

61

62

63

“

65

開

67．1

67 2

67 3

67 4

67 5

“

的

和

71

72

73 1

73 2

73 3

73 4

73‐5

73‐6

73‐7

73‐8

73‐9

73‐10

73‐11

73‐12

73‐13

73．14

73‐15

73‐16

73‐17
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我胆 発行年〃｜’

安川商店ﾘ|札 明治

彗星石炭油引札 明治

共進飽売出広告 明治

喝肉ケレー引札 明治

(良香小知黛）

(良書小知厳）

吉田鉄物店広告団扇用紙 明治

尾扱町ほていや引札

旅宿案内状

伊吹山陳熟交包紙

栃屋栃兵衛店引札

刻煙草売出引札 明治

はりまや引札 明治

越後屋引札 明治7年

でんぼうや喜兵衛書状

紺利広告 明治

株式会社第一銀行名古瞳
支店営業広告

明治

中風不発用心薬引札

春南傘貼交絵引札 明治34年4月

養豚社引札 明治4年辛未

坐繰製糸改良広告 明治26年4〃

パノラマ図解 明治

日蓮法睡パノラマ間 明治

H鷺戦争旅順総攻撃図 明治

岩井善七店引札 明治

大西久左衛門店引札

柿崎常七店引札 明治

魚清引札

礎瞳直兵衛店引札

明治十一年太田略暦引札 明治10年

郵船会社汽飴表 明治

かなや引札

松井H1駅市墹引札 明治 0年7jl

醤油広告 明治 8年711

Iﾘl治十五年略lff引札 明治 4年l2jl281I

明治十五年略肝引札 明治 4年1211詔Ⅱ

明治十五年略肝引札 明治 4年

明治十五年太園略暦引札 明治 4年12月28H

明治十六年略暦引札 明治 5年11月l3B

明治十六年太陽略暦引札 明治 5年11月25m

明治十六年略暦引札 明治15年llml5H

明治十七年略暦引札 明治16年12ﾉllH

明治十七年略肝引札 明治17年ljl211

明治十七年略勝引札 明治 6年 lH28II

明治十七年略暦引札 明治 6年 2月14Ⅱ

明治十八年略暦引札 明治 7年 lHlII

明治十八年略暦引札 明治 8年 月1611

明治十八年略暦引札

明治十九年略暦引札 明治18年11月2日

明治十九年略暦引札 明治18年llm26H

明治十九年略暦引札 明治18年12m16日

発行着1発行者住所

安川I蘭腹||「1本橋区本銀町二丁'1九緋
地

共進館I神田区裏神保町六番地

鶴岡市太郎I東京第壹大区拾壱小区神
田通衝石町三番地

大国津音量I三河国岡崎

大飼津音董I三河国岡崎

吉川房吉I埼玉県栗橋町

ほていや讐右衛門||江戸尾張町

釜賊治左衛門I|江戸小網町三丁u

栃峨栃兵衛I栃木中町

岸本店I大阪南久宝寺町中撰南へ入

はりまや源置I大坂囚ツぱし西南誌少

南へ入

越後賊I東京駿河町

でんぼうや喜兵衛I大坂宿長町八丁{｝

佐麓利兵衛||北葛鋒郡幸松村大字小渕
観音裏

第一銀行鴉古屋支店I名古屋市伝腸町
四丁11

鱗岡忠兵衛I京都不明門通七条上ル町

福Ⅲ熊次郎

養豚社

萩原製糸塒I東京府八王子中野

11本パノラマ館I浅草公園

神川パノラマ館I神田三崎町三丁目壱
番地

上野パノラマ館

粉艸善七||大坂心斎橋筋北久太郎町北
入

大西久左衛門||備中玉島湊

柿崎常七I兵庫本町通北仲町

福永利平I赤間関（下関）西南部町別
番地

侭踊直兵衛I周防室積港

北側賭八兵衛I大坂うつぼ

H1中武兵衛支店I伊勢国四日市蔵町

雌海讐側l京都柳馬場通六角下ル町西
側

松井111駅市場

間'’八兵衛|I茨城県常陸国信太郡鳩崎
付

川場八十八

脇場八十八

板厨吉

四十川蕗七

吉田掴次郎

寺山駒董

谷本畠平（もとや）

大石庄吉

長川斑助

1‘1濃凧墹五郎||越中東岩瀬湊

敦賀峨市次郎I越後新潟港上大川前通
拾番町

本保八笈I越中伏木港浜町

ともや董口卯八郎I備中笠岡湊

米光屋亀田圃平l加賀国美川港

北14膳梶山善兵衛I赤間関西南部町

石原平右衛門l越後国直江津港

もと賊嘉平1｜加賀国石川郡水嶋駅
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出版人|l川版人住所

引札広告呼人配人爾負所
害庸行商社I神田末広町

三十五苛地

扶桑新聞社

柵111熊次郎IH本僑区長
谷川町十九ハンチ

横浜貿易新聞印園部

秀英舎||東京市京僑区西
紺賊町廿六七爵地

一色i片版所||東京

東京大阪馴暦商社

梨111ｲi印11蝋京銀座四J‐

I|拾IIq冊地

真111稗次郎||イj川県富山

真111瞥次郎||石川県富山

頒勝社、林立守

林字平I石川県宮山

森井政助I大阪南区心斎
パシニ丁凹三十一パンチ

大江万里I新潟町吉町通
二昏町二十五番地

広瀬与作I石川県金沢区
&逓江町岡魯地

松浦稗右衛円I大阪府東

区内平野町二丁目三十五
併地

艸上IlI太郎ll下京区第十
二組京楠町

青山成巡||新渇県

安宅良三郎||新潟区本町
通九跡丁七番地

林友太郎I宮山県富山

大熊洩吉I■中玉島

近広食I金沢近江町

林友太郎I上新川郡富山
石倉町十岡番地

青山定油I中瀬域郡高田
上111瑠町十二跡地

広瀬与作||石川県金沢区
k近江町I叫昏地

印刷様式

色刷

墨刷

色入り

墨圃

墨劇

墨圃

色入り

墨刷

墨刷

墨刷

木版色刷

墨尉

墨劇

墨劇

色模様入

墨刷

活字

墨刷

色刷

活字

活版

1部色彩

1部色刷

活字

色刷

色刷

色劇

色圃

色圃

1部色圃

色劇

1部に色刷

墨刷

(石版）

一部色刷

一部色刷

一部色劇

一部色劇

一都色劇

一部色園

一部色劇

一部色刷

一部色刷

一部色刷

一部色刷

一部色劇

一部色劇

一部色頃

一部色劇

一部色刷

一部色刷

lIhi家||作月。

玉英

一勇斎IEI芳
||引札文作
者：式亭小
三陽

I叫周

尚侭

貞愉

清光

貞信

I叫貞

貞信

〃洲

数量

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

2枚

1枚

3枚

2枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

3枚続

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

1枚

1枚

1枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

1枚
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仮番号 表題 発行年月日 発行者||発行者住所 出版人I出版人住所 印刷様式 画家I作肴 数量

73‐18 明治二十三年略暦引札 明治22年11月23日 田村喜三松I能登国七尾港
錦広堂（熊本甚四郎）I
宮山市古鍛冶町十七番地

一部色副 1枚

73‐19 明治十八年略暦引札 明治17年 もと屋嘉平I加賀国石川郡水嶋駅 近広堂11金沢近江町 一部色刷 1枚

74 玉澤善吉店引札 玉澤善吉I下稔佐原上川岸
(彫工）豊島I大伝馬二

丁11
墨刷 貞房 1枚

75 魚船号 明治

魚船組/岡茂回漕店/松本回漕店||明石
港旧御茶屋橋北詰/大阪市西区江戸堀
西北橋南詰/大阪市南区長堀橋北詰

一部印刷 1枚

76 (仏語紙片） 枚

77 正藍大安染広告
元紺屋イナゴ小林膿太郎||天羽郡
大貫村岩瀬

活版 枚

78 萬染物開業広告 Iﾘ)治24年10月2日
元藍屋紺兼||南埼玉郡武収村大字大
畑

雌木椚版所||東京浅草
帷木町

活版 枚

79 蒸気船引札 Iﾘ』 台 柏木健蔵||横浜南仲通三丁目 一部印刷 枚

釦 看板広告札原価表 明
ム
ロ 資生堂|I東京本町壱丁目 活字 枚

81 (日表広告図枠案内） 9｝ 広告社||東京銀座二丁目一番地 活字 枚

82 (改良農具図解） 明 台18年10月 福島県開成山農学校 活字、図版 枚

認 大丸屋小川町開店引札 明 台21年6月 大丸屋惣平||神田小川町十四番地 1部印刷 梅堂国政 枚

鋼
(書物錦絵問屋大興瞳
引札）

明治24年
松木平吉I東京市日本僑区両1塁l吉川町
二番地

色刷 枚

弱 籾早摺器械引札 明治
大日本国益社稲村清次郎I東京市本
所区番場町七拾弐番地

活字 枚

髄 高野漆合名会社ポスター 明治
高野漆合名会社I東京市日本橋区馬喰
町二丁目二番地

木村健吉||東京京橋際水
谷町七番地

石版 枚

87 質物預り証 申7月12日
(差出人）岩本（宛名人）ニノ坂安
太郎

墨書 枚

88 富士美賀多袋 大坂屋八右衛門||江戸京橋銀座三丁11 墨刷 枚

89-1 御徒町病院ちらし Iﾘ1泊 御徒町病院||下谷区竹町一三七耕地 活字、薄赤色紙 枚

89-2 柳島病院ちらし '1N和8年 柳島病院|’（市電柳島終点下水） 活字 枚

89-3 藤屋薬局福引ちらし 昭和7年 藤屋薬局|I浅草区仲町大通り四ツ角
活字、上下を青・赤

に色分けで印刷
枚

卯-1 沿線名所案内 昭和7年8月
小田原急行鉄道|I東京市外干駄ケ谷町
千駄ケ谷新田八六二

鉄道商工社 色刷 枚

”2 団体旅行募集ちらし 昭和8年2月
日本探勝協会I東京市麹町区丸の内東
京ステーションホテル内

活字 枚

”3 週末温泉列車ちらし 東京鉄道局 活字 枚

9 -1 酒売出ちらし 本高田商店||京橋区南新川 色刷 枚

9 〃ー 口食堂開店ちらし 昭和7年12月 口食堂I浅草雷門東武ピル内1階3号 活字、赤色紙 枚

9 -3 三升ちらし (浅草）花川戸四二
マノ印刷I（浅草）馬道
六ノセ

活字 枚

9 4 ミヤマ新装開店ちらし ミヤマI浅草雷門前 活字、黄色紙 枚

91-5
フルーツパーラー八百鉄

ちらし
1933年 八百鉄I河原町松原上ル西岡 活字 枚

92 宮津町旅館引札 明治36年 宮津町旅館26店 一部色刷 枚

93

東京府下豊多摩郡渋谷村

字中渋谷角谷製綿工場
之真景

明治 錦絵 とりせん 1枚

94 大日本金満家一覧鑑
IﾘI治41年1月15日
印刷M20I1発行

法令館本店11大阪市南区松屋町三|･九
俗地

榎本松之助||大阪市南区

松凧町三十九番地
活字 1枚

95 陀羅尼助ちらし 藤井善右衛門I|和州吉野山 木版 枚

妬 あぶみや引札 (明治）
あぶミや太右衛門|I京都三条通大はし

東づめ
墨刷 枚

97 新案征露穀局双六
明治38年1月l［］
発行

博文館I東京市日本橋区本町三丁目
三間印刷所I東京銀座三
丁目

石版 尾竹IFl観 枚

98 チェスター油ちらし
｢タイド、ウォーター」石油会社I亜
米利加合衆国「ニュー、ヨーク」府

墨刷 枚

吟1 志村商店ちらし
志村商店I（浅草）千束町本通り'1,松

橋
活字 枚

兜2 松葉屋呉服店ちらし 昭和8年 松葉屋I浅草雷門ちんや通 活字 枚

”-3 浅草中部聯盟店ちらし 浅草中部聯盟店（6店） 三光社 活字 枚

”4 大丸屋呉服店ちらし 大丸屋I浅草橋 活字 枚

”-5 浅草松屋ちらし 昭和7年11月 浅草松屋||浅草 活字 枚

99-6 雷門市場ちらし 雷門市場||浅草雷門 活字 枚

l“ 第四北海道移住手引草
明治36年2月13日
発行

北海道協会支部|l北海道石狩側札幌区
北三條東三丁目一番地

三秀舎活版所I東京市神
田区美士代町二丁目一番
地

活字 1枚

101 鎌倉江島一覧図 lﾘ1泊22年5月25日
相良国太郎|l相模国鎌倉郡東鎌倉村雪
下十六番地

片山lfl太郎'1束京日本橋
Ⅸ本銀町二丁目十番地

銅版 1枚

102 南京寧波商船之真IﾇI 文政9年正月 塩富川■写 筆写 枚

103 両国橋割烹青柳引札
明治14年3月1日

IWl業
割烹老緬青柳||両国橋東 色刷 梅堂 枚

l“-1 多嘉木虎之助
(文化12～天保13
ころ）

坂本丁川口板 錦絵 一卿斎I量1芳 枚

“-2 泰平御固 墨副 枚

“3 南海地渥瓦瞳 癌永7年 墨刷 枚

４
５
“
“ 信州地震瓦版 弘化4年 墨刷 2枚

046 (しん板車尽し） 明治15年10月 児玉弥吉||本所区横綱町 錦絵 芳膿 1枚



仮番号 表題 発行年nm 発行者1発行者住所 出版人I出版人住所 印圃橡式 両家1作者 数量

105 汽車時刻表 大正元年9〃 朝鮮絶管府鉄道局 活字 枚

l“ 秩蚕種製造業人名表 明治34年7月 上原欧次郎l長野県東筑摩郡神林村 囲刷 枚

l的 (紙袋力） 肌印 枚

l肥
大日本山梨展産社株式券

状
明治13年l2IIl5II 良巌社 活字 枚

l的
諸国名所百景伊予峯越
兜坂網

万延2年正月 下谷魚榮（魚臆栄肖）版 色刷 広重（2代） 1枚

110
東京名所海運橋五階造

真図
明治5年6ﾉ1 伊勢屋兼吉||東京卿槙町 色刷 にl輝 3枚続き

111 (蝿見世物） 熊谷庄七||小舟町三丁目十一番地 色刷 芳年 枚

112 口回漕店並二謝Ⅲ1昂 泉喜七郎||伊予三津榮町 色刷 枚

113 時事新報絵ぴら 明治17年5H23II
時事新報社||東京日本橋区通三丁目十
一計地

色刷（錦絵） 揚州周延 枚

114．1 初荷札 檎本展蚤機商会||渋川町阿久津 色刷 枚

1142 初荷札見本 色刷 枚

114－3 初荷札見本 色頃 枚

1144 初荷札見本 色劇 枚

1145 初荷札の見本 色頃 枚

114毛 初荷札の見本 色頃 枚

114-7 初荷札の見本 色圃 枚

1148 初荷札の見本 色劇 枚

114．9 初荷札の見本 色圃 枚

114．10 初荷札の見本 色圃 枚

114~11 初荷札の見本 色圃 枚

115 九段勧業場売出し広告 明治31年 九段勧業塔 色劇 枚

116 自動鉄道引札 明治23年6m
広文堂1京僑区三十間堀
一丁目三番地

活字、銅版 1枚

117 銘酒商標 色刷 6枚

118 銘酒商標

1181 白梅 山喜輔撹吟造 色刷 枚

1182 白梅 山喜輔欄吟造 色刷 枚

1183 焼酎 橋本梢娘||栃木町 色MII 枚

1184 白鷹 色刷 枚

1185 正宗 本家輔娘 色刷 枚

1186 白菊 茂l舟餓造 色脇リ 枚

1187 白菊 茂勝服造 色刷 枚

119 菓子商標 笠原輿産i東京神田区松枝町壱番地 色刷 枚

l釦 荘所太兵衛店図
荘所太兵衛I大阪南区鰻谷中之町四番
地

色刷 1枚

121 年賀用複製引札 餓幣航 色劇 貞重 1枚

122 年賀用複製引札 昭和8年 銭幣飢 色嗣 一寿斎芳貞 1枚

123 年賀用複製引札 昭和11年 銭幣館 色頃 貞重 1枚

124 年賀用複製引札 昭和15年 銀幣館 色圃 一盲斎国盛 1枚

l弱 年賀用複製引札 昭和13年 鮫幣館 色頃 美丸 1枚

記 年賀用複製引札 銀幣館 色頃 一勇斎国芳 1枚

” 年賀用複製引札 銭幣館 色固 一勇斎国芳 1枚

銘 かめ家団扇絵 加免家I本郷大横町 銅版 岡活 2枚

” 松客壹団扇絵
石田商店1京僑区南伝馬町三丁目十四

番地
鋼版 1枚

鋤 藤井卯兵衛店引札
穣井卯兵衛I大阪西区両道頓堀三丁目

十昏殿敷
色劇、銅版 枚

31 栄光社蒸溜善引札 明治27年3H25H
栄光社I東京市日本橋区大伝馬町弐丁
11

醸造雑諺社I東京市11本

檎区蛎殻町弐丁11
ｲi版 枚

32 筆記法のしるべ
11本傍聴筆配学会事務所||麹町区元園
町一丁11二十四番地

間華堂||京橋区餓峨町十

四番地
銅版 枚

33 旅宿引札 半助I戎橋北詰 色刷 枚

34 焼酎蒸溜器械引札 Iりl治31年ljllOIl
簡井寅松ll東京市浅草区諏訪町十四番
地

高崎修助 色刷 枚

35 堺埋商店引札 明治 堺貼商店I東京浅草並木町 色MII 枚

36
(住友銀行道頓堀支店
開業案内）

住友銀行I大阪市今橋四丁目 大阪大林桜縛製適所 色刷 1枚

37 (輸出向日本茶商標等） Iり1泊 色刷 91枚

137“ (海辺図） 色刷

137“ 皇国製茶図会第十七号 明治18年 色刷

巽 東京府庁指令害 明治10年9月2311 囲杏 枚

釣 内国勧業博覧会場図 明治10年 小西清兵衛I東京小石川諏訪町六番地 色圃鋼版 枚

⑪ 理髪機械櫛引札
明治19年2月8日

特許

発明者斎麓築之助発売人西村吉
兵衛1日本檎区元大工町十三番地

田圃 枚

41 益寡糖袋 色劇 枚

42 枡市楼引札図 桝臓市兵衛I大阪道頓堀日本棲南誌 色圃 魁春亭貞芳 枚

43 遊女大安売引札 嘉永4年2H下旬 万字鰯茂吉I新吉原角町 品頃 枚

44 吉野屋助七引札 嘉永元申年 吉野殿助七I江戸馬喰町肴店 田圃 枚

45 目鏡屋引札 みのや平六I浅草駒形堂前 囲圃 枚
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仮番号 表題 発行年mH 莞↑r荷1発行者住所 出版人I出版人住所 印画橡式 貞家l作肴 数量

146 菓子殿引札
船檎殿撮泳大禄纏原織江I下谷広徳
寺前柵荷町

一郎色刷
引札文作
荷：仮名垣

魯文(鈍亭）
1枚

147 清風楼轍帖
辰6ノ11211兄'1tぴ

らき

清風楼大1AW文泊郎I|真土山（侍乳
111）ド

一郎色刷
ﾘ｜札文作
門．：柳下亭
柵11

1枚

148 新製御典子開店報條 町川伊勢大嫁||収郁瀬戸物町 蝋刷

ﾘ｜札文作
将：山東京
山

1枚

149 海苔所引札 久保Ⅲ賊伊勢I江戸日本橋せともの町 秘刷

＃｜礼文作

稀：柳下亭
樋員

1枚

1匁a 大潮臆引札
大洲賊河内大様||江戸僑通四日市木戸
際

青色刷 1枚

l”b 菓子店開店引札 町剛伊勢大捧I東郁せともの町 色611

歌川豊IEI

引札文

勝：山東
山、市川
升

東

Ｉ
作
京
三
1枚

151 菓子駿引札
遠月堂縁谷平笹堤I浅草広小路火之
見下

田圃 1枚

52 菓子臆引札
桔梗賊伝兵衛l今川僕通り本銀町三丁
fI

届頃 枚

53 菓子尾引札 巳6月 aHl大和1大伝腸弐丁目 天紅
引札文作
行：永寿高

枚

別 芝居品I{大安心 成lH殿茂占 墨刷 枚

55 漬物屡報真 伊勢峨喜右衛門I浅草駒形町 一郎色劇 枚

l弱 御銘澗附 嘉永 松峨広瀬1本町二丁目 鵬頃 一雄斎凶埠
l（袋つ
き）

157-1 菓子銘しおり こたい升賊
引札文作
荷：しう朝

1枚

157-2 親玉おこし袋 丑初存 牡丹亭金升''111府八日町壱丁目 一部色刷 IEI労 枚

158 菓子股報条 911の作 若林i､繁樹lll*I伝脇町二丁目 一郁色刷 枚

159 菓子殿引札 町川ｲﾙ勢大撤||瀬ﾉガ物町 鵬MII 枚

l“a 柳好亭引札 10月1711より 柳好亭||関がし 脇刷 枚

l“b 猿若煎餅引札 柏蹴金五郎I洩草山の宿町東側 脇刷

引札文作

行：柳ド亭
柚仙

枚

161 菓子屋引札 肢9〃 児嶋展吉兵衛I南伝馬町三丁目 刷刷 枚

l62-a 佃煮店引札 8月上旬 亀域和泉’せともの町 圏刷 枚

l62-b すし店引札 11月朔11 玉の井制Ⅲ郎1本石町四丁目北新道 鳴刷 枚

163 菓子屋引札 寅年 大和賊近江樺大坂瞳繰房||高砂町 蝸刷 枚

l“-1 茎方蔦金丹本家繁昌之図 野間にl彦 山本伊三郎衛充I京都 銅版 枚

l“2 嘉多古しおり 蕉芽堂 圏劇 枚

165 氷月亭口条 午11月l5H 氷月亭l浅草弁天山 届劇（天紅） 枚

l鯵I 巴屋引札 巴屋六左衛門I侭州小諸宿本町 一節色頃 枚

l鴎2 柳好亭引札 4月11日 柳好亭IH本檎西河岸 一編色圃
山々亭有人
(条野採菊）

1枚

167 綿屋直十郎店引札 綿賦lf〔十郎I江戸Ⅲ所町 踊劇

l“ 名古屋楼引札 10月朔11
名古峨楼栄吉I小伝馬町三丁目西側中
程

一郎色刷 1枚

l“1 美捜騒引札 10月朔I]より 美渡臆文吉I鉄砲町 圃頃 枚

l鍔2 中村峻引札 11月認11 中村腫平吉1両Iq尾上町 ■劇 枚

1m 広屋引札 辰11月 広殿重次郎I跳子遠野 息固 枚

171 菓子瞳引札 町田伊勢大掩I瀬戸物町 黄紙 枚

172 菓子雌引札 高橋峨太兵衛1本石町四丁目 凪刷 枚

173.1 武川太郎兵衛店引札
武11I太郎兵衛|l大阪かうらいばし二丁
II

圏刷 枚

1732 山本峨引札 山本賊勘太郎I|大阪本町ぱし西詰南 胤刷 枚

174 新製御菓子報條 辰年初■
船橋峨掘派火橡麟原織江I人形町通り
西閲中秘

胤刷
引札文作
将：蝋寿老
人

枚

175 美人香引札 ひろせしうあんI日本橋とおり三丁め 墨劇 枚

1761 槌屋引札 4月211間店 槌餓金次郎I人形町木戸ぎわ 臥刷
引札文作
行：川廼舎
初蝶

1枚

1762 いつみや引札
いつみや勘十郎I（江戸）さかい町
(堺町）

魁刷 1枚

1万 菓子歴引札 6月211｣より 松林堂||室町二丁ロ角 届刷 枚

178 溜丘審引札 玉駐吉次脇I江戸横山町三町目 屈劇 枚

179 大隈源助店引札 大隈源助I江戸浅草茅町弐丁目 島圃 枚

l”1 舛屋引札 戌午正月21I他
桝駄市兵衛1大阪どうとん堀日本僑甫
詰芝居町

一部色頃 枚

l”2 煙管歴引札
はりまや平八郎I大阪四ツ橋西南誌少
シ南へ人

圏劇 枚

181-1 御影堂扇子之略記 新讐光寺 囲刷 枚

181.2
うそのかわ見切物大安売
引札

うそつきや言兵衛I鉄砲町 鳴劇 枚

l錘 冨新亭引札 (11月閉日ヨリ） 富新亭I馬喰町三丁目馬場出店 墨劇
引札文作
者：芦丸

枚

l鰹1 商家商標 長崎賊摂津樺I上野御成道角 魁頃 枚



同

仮番号 表題 発行年月日 発行肴I発行肴住所 出版人I出版人住所 印劇様式 貞家I作荷 数量

鯉2 商家商標 さくら寿し||浅尾 囲劇 枚

8ふ3 商家価標 大橋太郎次郎||本町四丁11 色刷 枚

83-4 I蘭家I研標 四ツ橋11川趣高沢町 墨刷 枚

83.5 簡家簡橡
保坂山城大橡膿服敬推11東柵|:込神獺
坂上岩戸町

色刷 枚

鰹6 商家商標 桔梗屋吉久||鯛Ⅲ町 墨刷 枚

鰹7 商家商標 大和屋■水I赤坂裏伝馬町三丁11 墨劇 枚

“ 商家商標 遠月堂塚谷平笹堤I浅草御門外 色劇 枚

鯉9 商家商標 静寿軒I牛込肴町 色劇 枚

餌-1 商家踊標 白雲堂 墨嗣 枚

別.2 商家商標 相模屋山城I日本僑万町 墨劇 枚

鋤-3 商家滴標 風月堂1両l叫着松町 色刷 枚

弘4 商家商標 伊勢健砂糖店1両1町檎通吉川町 色刷 枚

鋒5 商家商標 大黒屋河内大捧l江戸僑通四日市 墨劇 枚

“6 商家商標 (不明）Iふきや町 星劇 枚

盤.7 商家商橡 風月童I南伝馬町弐丁目 墨頃 枚

艶.8 商家商標 鈴木若狭橡I赤坂一ツ木町 色劇 枚

拠.9 商家商標 白雲堂館餓万治郎I小日向水巡町中税 息刷 枚

I別-10 商家商標 大和屋■水||赤坂裏伝馬町三丁|’ 黄紙 枚

185 坂東亀麓11上香 坂東亀蔵 囲刷 枚

1861 海噛ｲ引札 左海源||明石輝子 墨刷 枚

l齢2 魚蹴り1札 魚屋金蔵||脇喰町三丁H 嘱刷 枚

187 児林堂引札
児林堂I上野山下こま遇し竹沢のよこ
丁

墨劇 2枚

鵠 本元万桝錦袋円引札 7〃9日間店
勧学屋大助稜纂弘所I江戸東叡山
池之嬬

墨刷 1枚

的 銘茶1111殿引札 文化7年庚午11月 井筒屋利助''1吋1ｺやげん堀不動前伽 墨刷 枚

” 御茶所引札
八幡屋覚右衛FII江戸I]本橋通本石町
十軒店

墨刷 枚

91 茶間臆引札 伊勢屋嘉兵衛I江戸芝ロ三町側 田圃 枚

蛇 御茶所引札 明治2巳巳2月 大且軒昼田按右衛門I東京照降町 星圃 枚

93 菓子肘引札 町田伊勢大椎I瀬戸物町 筆写 枚

蝋 (出火戯文瓦版写）
文政12年丑3月21
日

筆写 1枚

蝿 大剛峨引札 大黒屋清兵衛l幸手宿 昼刷

1961 塩仲間広告 明治13年6月4日
海老沢平兵衛||東京小網町二丁''十一
番地

共遊舎'1姻殻町壱丁日三
排地

活字印刷 1枚

1％2 中村剛広告 明治
中村屋忠兵衛||横浜鉄道前尾上町六丁
目

活字印刷 枚

l野3 製萱社引札 製藍社I東京下谷広小路二十 墨刷 枚

197
鋪I呵一トーIEI立銀行開業広
凶呈
E、

明治11年10月1日 第四十一国立銀行I栃木県下微木倭町 活字印刷 枚

198 源氏香引札 明治16年2月 中島屋百助||東京浅草駒形町 活字印刷 枚

l”-1 吉野賊ﾘ|札 明治
光月本店〃Wf賊鰻蔵ll東京ili浅草|ベ
茅町壱丁11

一部色刷
ﾘ1札文作

朽：骨皮道
人

1枚

1吟2 吉野賊引札 明治
光月本店吉野尾凝董I浅草区瓦町十
四番地

一部色劇
玉英I引札

文作肴：骨
皮遡人

1枚

狸1 山形蹴引札
山形屋窪田惣八I東京府下日本檎区製

俗釘店室町壱丁目十一号
銅版 1枚

”2 菓子銘しおり こたい升瞳 色紙使用
引札文作

者：しう朝
枚

”3 升･賊引札 丑正〃 升屋太郎右衛H1甲府八日町壱丁11 墨刷 枚

釦1 風月堂広告 Iﾘ!治14年
風月堂米泳松造I東京府下11本僑Ⅸ
両国若松町

冑山印刷||東京々橋区木

挽町三丁目二番地
活字印刷 枚

狸 中屈引札 中屋源巌H栃木倭町壱丁fl 里劇 枚

麺 柳腫引札
柳屋外池五郎三節I東京日本橋通二丁
目

墨劇 枚

狐 吉川製量器通価表 明治30年1月1日
量器製作所吉川三郎I福島県北会iF
郡若松町大字西名子尾町六十一昏地

活版 枚

班 改正栃木製丘器通価表 明治26年 量器製作所毛壊源蔵||栃木肌栃木町 活字印刷 枚

2鮪
東京付物迎送岬下1111臓引
札

Iﾘ1泊8巳亥年2月 佐野雌半fi術IⅡ111小川･町二J.'’ 胤刷 枚

釦7 明治十二年略肝引札 明治12年1月日 尾張屋源吉ll東京御蔵前森H1町 松木平吉I吉川町二番地 色刷 枚

” 旅人桶ﾘ1札 (明治）
近江屋善兵衛I東京H本僑区斬腹町十
八番地

墨刷 枚

” 蹄上げ水取艮遊具引札 (明治）
濠水器工夫発明人植松■平I姫路中呉
服町

墨劇 枚

2 0 乾物所引札 色圃 枚

2 1 海産物荷欄間睡引札 <明治）
荒川和吉||大阪中之島七丁目三番邸港
橋北詰北へ入

色刷 枚

２ 2 鰹節商引札 井上定治郎I大阪鰹座 色劇 目岳 枚

2 3 蘭卵鰹節IMI峨引札 高岸榮助I大阪市西Ⅸ靭上通二丁11 色嗣 昼岳 枚

ワ
』 4 北海産物引札 小林熊七I大阪市靭中通弐丁目 色圃 且岳 枚

25 海産商引札 三好松五節I大阪靭中通弐丁目 色劇 枚



仮番号

216

217

218

219

2釦

空1

空

223

224

225-1

蚕2

率3

22“

型55

2霊6

雲7

…

鉦

227

2露

2釣

230

231

露2

233

雪4

麹

2坊

237

2銘

239

240

241

242

割3

244

245

246

247

248

249

2釦

251

252

253

2別

2弱

麹

蚤7

麺

2弱

日本実業史博物館

我題

鶏卵商引札

鏑卵璽節商引札

鰹節商引札

海産物問屋引札

浮粉製造所引札

乾物問屋引札

乾物問屋引札

台湾烏竜茶ラベル
（FORMOSA

OOLOONG）

Ⅱ本茶ラベル

廻漕店引札

貨物運輸店引札

廻漕店引札

遇渭店引札

明治廿二年略暦引札

荷物運送所引札

貨物運輸店引札

荷物迎送所引札

大日本帝国貨幣古今集

大'1本帝国紙幣古今集

蚤養守護神衣襲明神真
影

(琉球護徳神）

東j;〔飾壱名所日本橋之
真景

経済教授資料標本掛図
(紙幣）

経済教授資料標本掛図
(絃幣）

経済軟授資料標本掛図
(紙幣）

経済救授資料標本掛図
(手形及小切手）

経済救授資料標本掛図

(公債狂書）

経済軟授資料標本掛間
(貨幣）

経済軟授資料標本掛I渕
(大麓省証券、株券）

経済敬授資料標本掛閃
(公債証書、四分利附）

御軍用金御分銅図

弗箱広告

ますゑ香油引札図

八仙纂房各薬

新古酒袋仕入所引札

祭韓用錺提灯引札

三味線細工所引札

千金丸看板ビラ

かもじ屋引札

禰適具店引札図

欧舞伎石鹸引札図

琴三味線糸細工颪所ﾘ1札

明治五壬申略暦引札

蕊石鹸引札図

神寿散広告

延齢丸引札

にほひ袋引札図

健冊乳涌散引札

明治十四年略暦引札

東京下駄種間屋仕切相場
我

身上吉凶鑑訂引札

発行年jlll

IﾘI治23年l2M9Il

IﾘI治

IﾘI治

IりI治

191泊

1W治

明泊

lﾘl治21年

明治

明治

明治

大正5年6〃8【1

発行

大正4年411311

1ﾘ1泊25年3112511
111版

明治44年llIj8II
出版

明治44年llH8I1
出版

明治44年11月811
出版

明治44年11月811
出版

明治“年11〃811
出版

明治44年11〃811
肌版

明治44年11〃811
出版

明治44年11〃8Ⅲ
出版

Iﾘ1泊15年3〃改iE

明治10年

(明治）

(明治）

(明治）

Iﾘl治4年

(明治）

明治14年

明治27年12〃

発行荷||発行荷住所

今津治助l大阪鰹座白髪橋

山田庄助

鈴木久八

桑田商店

I剛11利助
詰北へ入

浅田丑松

大阪市西区新町南通四丁Ⅲ

大阪市西区靭中通壱丁目

大阪市靭中通二丁目

大阪市北区西堀川堀川檎西

大阪市南区睡波市場

浅田伊三郎I大阪市南区睡波市塔筋角

MOURILYAN､HEIMANN＆CQTAM

SUI

平井小市|l大阪高麗橋東誌

八木正左衛門I山城木津本町

田中半七I大阪天潤僑北詰東川岸

僑村支店11大阪今僑東誌

H1中廻漕店11大阪天満僑北詰東川岸

稲田弥平治||南山嘘木津町

八木正左衛門I山城木津浜

桶田弥平治I山城木津浜

秋好善太郎l東京淀僑町柏木百二十八
香地

秋好善太郎I東京淀橋町柏木百二十八
谷地

永松作之助IlH本'《シ区室町三丁11十
パンチ

峯間信吉

峯間信吉

峯間信吉

峯間信吉

峯間信吉

峯間信吉

峯IⅢ信吉

峯IIU信吉

山田米吉I東京銀座三丁日三番地
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仮昏号 表阻 発行年月日 発行肴1発行者住所 出版人I出版人住所 印副橡式 両家I作肴 数量

2“ 放青参考敏新輸入動物会 (明治） 宮城 墨劇 枚

261 八百久引札 明治34年 八百久I内藤新耐壱丁、六十五僻地 色劇 枚

262 鞭掃丸引札 (明治） 山崎帝I剛堂 色園 枚

2“ ■下眼鏡店引札 (明治）
■下遭太郎I東京浅草公園仲見世煉
化東■四十三号

■国 枚

麹 中谷安太郎店引札 酉4月3日開店 中谷安太郎l金沢区片町五番地 一部色頃 枚

265 敢河町越後屋引札 越後賊||するか町 色刷 枚

2“ 小沢源右衛門引札
'j,浄源右衛門I兵庫簸冶屋町三十五答
地

色刷 基春 枚

267 脾肝薬王円引札 石IH時秀1京榔五峰僑東二丁凹 色圃 枚

麺 明治十九年略肝引札 明治19年 羽椰店|l西京四条寺町西江入 七宝堂I寺町蛸薬師角 色刷 広憶 枚

269A 奇応丸引札
内村漉洋軒1京郁三条通室町IRj入町南
側

色刷 珊彦 枚

269B 鏑"l阿片購入之狸 明治10年 秋山||安房邪畏刎賀村五昏地 墨刷 枚

270 滝村商会引札 (明治）
滝村松之助I大阪南IX日本檎北鮪北入
収側

色刷 ■■ 1枚

271 近江八景横民溌計 明治11年 福田熊治郎 色刷 2枚続き

272
東京開化名勝海運橋銀
行

明治21年2月8日
出版

荒川雌兵衛’’1本僑区鳴喰町二丁u九
昏地

田中仙次郎I本所区若宮
町百九十三番地

色刷 竹葉 1枚

273 東京名所第六
明治弘年5月l1H

発行
戯崎芳次郎I東京市京橋区築地二丁ロ
五香地

写真 枚

274 東京名所第七
明治34年5月11日

発行
戯崎芳次郎I東京市京橋区築地二丁目
五番地

写真 枚

275 東京名所其八
明治31年3月24日
発行

四方堂上條輿茂太郎I東京日本檎区平
松町九番地

小川写真製版所I東京市
京衝区日吉町十三番地

写真 枚

”6 東京名所第九
明治34年5月18日

発行
薮崎芳次郎I東京市京憐区築地二丁目
五香地

写真 枚

277 東京名所其五
明治31年3月24日

発行
I叫方堂上條輿茂太郎I東京日本檎区平
松町九番地

小川写真製版所I東京市
京橋区日吉町十三番地

写真 枚

”8 東京名所第二
明治34年5月3日

発行
戯崎芳次郎I東京市京僑区築地二丁目
五昏地

写真 枚

279 東京名所其一
明治31年3月24日
発行

Pq方堂上條輿茂太郎I東京日本檎区平
松町九番地

小川写真製版所I東京市
京橋区日吉町十三番地

写真 枚

2帥
い'際写真情報関東大震
災号

大正12年10月lOH

発行
脾1際情報社I|東京IIj赤坂区青山iW町六
丁11百八番地

写真 冊

281 間東大痩災被災写真 大正 2年 写真 枚

魂2 関東大戻災被災写真 大正 2年 写真 枚

283 関東大震災被災写真 大 2年 写真 枚

284 1M東大震災被災写真 太 2年 写真 枚

285 関束大震災被災写真 大正 2年 写真 枚

班 関東大蔑災被災写真 大正 2年 写真 枚

錫7 関東大震災被災写真 大正 2年 写真 枚

識 関東大震災被災写真 大正 2年 写真 枚

” 関東大震災被災写真 大正 2年 写真 枚

卸 関東大戻災被災写真 大正 2年 写真 枚

”1
米国日本協会主催晩饗会
写真

1915年12月2日 1915年12月2H 写真 1枚

■は睡暁字を示す。

-140－


